
庄
内
農
民
連
（
加
藤
俊

行
会
長
）
は

月

日
、

10

26

鶴
岡
公
園
や
す
ら
ぎ
広
場

で
「
米
作
っ
て
飯
食
え
ね

ぇ
！
緊
急
集
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
会
員
や
共

闘
団
体
の
人
た
ち
が
参

加
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
で

加
藤
会
長
は
「
庄
内
の
主

力
品
種
『
は
え
ぬ
き
』
の

農
協
概
算
金
が
昨
年
比
２

５
０
０
円
も
下
落
し
、
１

俵
８
５
０
０
円
と
な
り
、

１
９
７
０
年
（
昭
和

年
）

45

当
時
の
米
価
水
準
ま
で
下

が
っ
て
し
ま
い
、
全
国
平

均
の
生
産
費
１
６
０
０
０

円
か
ら
見
て
も
半
値
で
、

再
生
産
は
お
ろ
か
、
農
民

の
く
ら
し
、
地
域
経
済
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
」

と
現
状
を
訴
え
、
政
府
に

対
し
て
「
過
剰
米
の
市
場

隔
離
と
需
給
調
整
に
責
任

を
持
つ
こ
と
」
「
米
直
接

支
払
交
付
金
の
半
減
措
置

の
撤
回
」
「
農
協
、
農
業

委
員
会
解
体
を
狙
う
農
政

改
革
の
中
止
」
を
求
め
る

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

集
会
に
駆
け
つ
け
た
、

関
と
お
る
日
本
共
産
党
鶴

岡
市
議
団
長
（
県
議
予
定

候
補
）
は
「
米
価
暴
落
、

消
費
税
増
税
、
年
金
削
減

や
社
会
保
障
改
悪
な
ど
、

数
々
の
安
倍
政
権
の
暴
走

に
市
民
の
怒
り
が
湧
き
上

が
っ
て
い
る
。
共
に
闘
っ

て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

集
会
参
加
者
は
、
そ
の

後
市
内
６
箇
所
に
分
か
れ

て
街
頭
宣
伝
行
動
を
行

い
、

月
に
行
わ
れ
る
鶴

11

岡
市
農
業
委
員
選
挙
に
立

候
補
予
定
の
荻
原
ゆ
う
た

氏
も
訴
え
を
行
い
ま
し

た
。集

会
と
行
動
に
は
、
加

藤
鉱
一
、
菅
井
巌
市
議
も

参
加
し
ま
し
た
。
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
切
実
な
ご

ま
す
。

要
望
の
１
つ
に
介
護
の
負
担
軽
減
と
サ

最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て

ー
ビ
ス
の
充
実
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
介
護
保
険
制
度
が
発
足
し
た

月

日
（
水
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
、

年
前
に
は
、
地
域
労
連
の
役
員
と
し

10

22

14

介
護
保
険
第
６
期
事
業
計
画
策
定
懇
話

て
、
不
十
分
な
制
度
の
創
設
に
反
対
し

会
も
、
そ
う
い
う
問
題
意
識
を
持
っ
て

改
善
を
図
る
運
動
に
取
り
組
み
、
市
議

傍
聴
し
ま
し
た
。

会
議
員
と
し
て
も
９
年
間
に

回
質
問

11

拡
大
す
る
制
度
の
矛
盾

で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

介
護
保
険
は
、
３
年
毎
に
策
定
す
る

身
体
の
機
能
が
衰
え
て
も
尊
厳
あ
る

事
業
計
画
の
度
に
保
険
料
が
引
き
上
げ

生
活
を
送
れ
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と

ら
れ
、
高
齢
者
の
生
活
に
大
き
な
負
担

は
、
議
員
と
し
て
最
も
重
視
す
る
テ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
の
１
つ
で
す
。

一
方
で
は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
基
幹

来
春
施
行
予
定
の
医
療
と
介
護
の
総

と
な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
入
所

合
改
悪
法
で
は
、
重
大
な
負
担
増
が
狙

待
機
者
が
増
加
し
、
「
申
し
込
ん
で
も

わ
れ
て
い
ま
す
。

入
れ
な
い
」
状
況
が
年
々
悪
化
し
て
い

市
が
市
民
を
負
担
増
か
ら
守
る
事
業

ま
す
。

計
画
を
策
定
す
る
よ
う
に
、「
懇
話
会
」

「
利
用
料
が
負
担
で
き
な
け
れ
ば
サ

が
充
実
し
た
議
論
を
お
こ
な
う
こ
と
が

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
」
「
介
護
保

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
私
は
、
県
に

険
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
在
宅
生
活
が

そ
れ
を
後
押
し
す
る
施
策
を
採
ら
せ
て

で
き
な
い
」
「
賃
金
が
低
い
の
で
働
き

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
考
え

手
が
集
ま
ら
な
い
」
な
ど
な
ど
、
介
護

て
い
ま
す
。

保
険
制
度
の
矛
盾
は
年
々
拡
大
し
て
い

【解説】平成12（2000）年以降で概算金が生産費を上回ったのは、冷害で大不作となった平成15（20
03）年だけで、概算金が生産費を下回る「赤字」で労働費がまかなえない状態が続いています。特
に、平成22（2010）年の米価大暴落時には労働費がまったく出ない「タダ働き」の状態になりました。
今年の概算金はそれをさらに下回る「史上最低額」で、物財費すらまかなえない状況にあります。
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米１俵６０ｋｇあたりの農協概算金（はえぬき１等）と生産費（山形県）の推移

労働費

その他

物財費

概算金

※棒グラフは生産費、最新データは２４年度産（２６年３月農水省公表）

「政府は過剰米の市場隔離と需給調整に責任
を！」と結集する集会参加者（左から２人目が関
とおる党市議団長＝２６日、鶴岡公園やすらぎ広



鶴
岡
市
農
業
委
員
会
の

総
会
が

月

日
、
出
羽

10

23

庄
内
国
際
村
で
開
か
れ
、

「
米
価
下
落
に
関
す
る
要

望
書
」
や
「
政
府
の
農
政

改
革
に
関
す
る
建
議
書
」

な
ど
６
つ
の
建
議
書
の
提

出
を
決
め
ま
し
た
。

米
価
下
落
対
策
で
は
、

①
米
の
需
給
と
価
格
の

安
定
を
図
る

②
飼
料
用
米
生
産
の
拡

大
・
定
着

③
過
剰
米
の
緊
急
対
策

④
米
価
変
動
に
対
応
す

る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

の
構
築
ー
な
ど
を
上
げ
て

い
ま
す
。

政
府
の
農
政
改
革
に
対

し
て
は
、
農
業
委
員
会
の

「
公
選
制
廃
止
」
は
「
農

業
者
の
主
体
性
を
失
わ
せ

る
」
と
述
べ
、
「
意
見
の

公
表
、
建
議
」
機
能
に
つ

い
て
は
、
「
地
域
農
業
者

の
切
実
な
声
を
届
け
、
施

策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

極
め
て
重
要
な
機
能
」
と

訴
え
て
い
ま
す
。

「
青
年
就
農
給
付
金
制

度
の
継
続
と
新
規
就
農
者

の
増
加
促
進
に
関
す
る
要

望
書
」
も
決
め
ま
し
た
。

鶴
岡
市
に
対
し
て
は
、

「
平
成

年
度
農
業
振
興

27

施
策
予
算
に
関
す
る
建
議

書
」
を
決
め
、
米
価
下
落

対
策
や
飼
料
米
生
産
、
担

い
手
の
育
成
・
確
保
な
ど

を
関
係
機
関
に
要
望
す
る

こ
と
や
、
学
校
給
食
で
地

元
産
野
菜
の
使
用
率

％
50

以
上
を
目
指
す
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
学
校
給
食
で

の
地
産
地
消
の
推
進
」
、

「
中
山
間
地
域
の
農
地
保

全
と
鳥
獣
被
害
防
止
」
の

要
望
書
も
決
め
、

月
10

27

日
に
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。

鶴
岡
・
田
川
地
区
日
本

共
産
党
女
性
後
援
会
の
総

会
が

日
（
月
、
振
替
休

24

日
）
午
後
１
時

分
か
ら

30

鶴
岡
市
勤
労
者
会
館
大
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

総
会
で
は
、
大
門
み
き

し
参
院
議
員
（
写
真
）
が

記
念
講
演
で
安
倍
内
閣
の

暴
走
政
治
の
全
容
を
わ
か

り
や
す
く
お
話
し
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格

10月23日入札分

・市道上山添中線道路改良工事（上山添地内）

不調

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格

10月23日入札分

・上町中央線道路改良工事（藤島地内）

阿部コンクリート(株) 7,400,000円（7,537,000円）工期～27/1/30（落札率98.2％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格

10月23日入札分

・市公共下水道事業 汚水91１Ｈ019～020号新設工事（遠賀原地内）

(株)山口工務店 4,400,000円（4,651,000円）工期～27/1/30（落札率94.6％）

・市公共下水道事業 汚水19Ｉ152－2号ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ新設工事（谷定地内）

低入札価格調査のため落札決定保留中 － （13,186,000円）工期～27/1/30

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月23日入札分

・市立朝日中学校建築用市有林木材野地板材製材業務委託
出羽庄内森林組合 7,400,000円（7,617,000円）期間～11/28（落札率97.2％）
・市立加茂水族館予備水槽新設工事
山形空調(株) 12,960,000円（12,969,000円）工期～12/26（落札率99.9％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
10月16日落札決定保留分

・市道道形文下蛾眉橋線道路改良工事（文下地内）
有賀建設（株） 7,850,000円（9,920,000円）工期～27/3/20（落札率79.1％）
・市道宮前橋線道路改良工事（三瀬地内）
(株)山口工務店 17,150,000円（20,329,000円）工期～27/3/30（落札率84.4％）

櫛引庁舎入札結果（ ）内は予定価格
10月22日入札分

・櫛引たらのきだいスキー場第２ロッジ解体工事
(有)大滝組 2,540,000円（2,546,000円）工期～12/12（落札率99.8％）

署名簿を提出する庄内地方の医療機関・介護
施設の代表（10月24日＝山形県庁）

署
名
運
動
の

呼
び
か
け
人
の

岩
本
鉄
也
庄
内

医

療

生

協

専

務
、
医
療
法
人

健
友
会
本
間
病

院
の
加
藤
裕
三

常
務
補
佐
、
井

上
ゆ
き
え
鶴
岡

協
立
病
院
総
師

長
ら
が
、
県
の

担
当
課
室
長
と

懇

談

し

ま

し

山
形
県
庄
内
地
方
の
医

療
機
関
・
介
護
施
設
な
ど

の
代
表
は

日
、
庄
内
地

24

域
の
看
護
師
養
成
定
員
の

拡
大
を
求
め
、
県
庁
内
で

吉
村
美
栄
子
知
事
宛
て
の

署
名
簿
を
提
出
し
ま
し

た
。酒

田
地
区
医
師
会
十
全

堂
、
鶴
岡
地
区
医
師
会
、

酒
田
市
病
院
機
構
日
本
海

病
院
、
宮
原
病
院
ケ
ア
ホ

ー
ム
み
や
は
ら
、
本
間
病

院
、
庄
内
医
療
生
協
、
酒

田
健
康
生
協
な
ど

の
賛

25

同
医
療
・
介
護
施
設
関
係

機
関
・
団
体
が
９
月
か
ら

署
名
運
動
に
取
り
組
み
、

月

日
現
在
２
万
３
５

10

10

１
４
人
の
署
名
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

団
体
・
機
関
の
ほ
か

25団
体
が
取
り
組
み
に
協

31力
し
ま
し
た
。

た
。県

は
、
「
２
万
人
の
署

名
を
重
く
受
け
止
め
て
い

ま
す
。
酒
田
市
立
看
護
学

校
の
定
員
は

人
、
鶴
岡

30

市
立
荘
内
病
院
付
属
看
護

学
校
は

人
の
定
員
だ

20

が
、
そ
れ
ぞ
れ

人
ま
で

40

受
け
入
れ
可
能
な
教
員
が

い
る
。
県
と
し
て
は
両
市

と
協
議
を
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（
し
ん
ぶ
ん
赤
旗

月
10

28

日
付
）

大
門
み
き
し
参
院
議
員
が
記
念
講
演

日
（
月
）午
後
１
時

分
か
ら
勤
労
者
会
館
で

24

30


